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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 埼玉県久喜市環境経済部資源循環推進課 

② 事業名 （仮称）久喜市余熱利用施設・公園一体整備運営事業 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④サウンディングの目的 ○新たなごみ処理施設（令和４年５月に整備・運営事業者が決定）の隣

接地に、ごみ処理施設で発生する余熱や電気を活用する「余熱利用施

設」と、本市出身で数多くの公園設計を手掛けた本多静六博士の理念

を取り入れた「（仮称）本多静六記念 市民の森・緑の公園」を一体

的に整備する。 

○令和 5 年１月頃に実施方針及び要求水準書（案）の公表を予定して

いるが、現時点で想定する実施方針及び要求水準書の内容に対し、本

事業への理解を深めていただくとともに、民間事業者が有する柔軟

なアイデアや意見を伺いたいと考えている。 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

【実施方針】 

○混合型のＢＴＯ方式を想定しているが、社会情勢等を踏まえ、民間資

金調達が参入意欲の低下に繋がるか。 

○コスト縮減に向けたアイデアはあるか。 

○入札参加資格要件について意見はあるか。（※当日までに資料作成） 

○リスク分担について意見はあるか。（※当日までに資料作成） 

 

【要求水準書】 

○独立採算で飲食機能を整備するにあたり、できるだけ多くの収益を

上げるために適切な配置や面積、形態をご提案いただきたい。（余熱

利用施設内だけではなく公園に配置、テイクアウトのみの販売、常設

ではなくキッチンカーを配置など）また、独立採算で実施する場合の

条件について伺いたい。（業務形態の変更認めるなど） 

○余熱利用施設と公園を１事業として整備するにあたり、要求水準書

の記載内容等で配慮すべき点についてご提案いただきたい。 

○新たなごみ処理施設を別の事業者が整備するため、渡り廊下の接続

や熱・電気の供給を受けるにあたり、事前に確認しておきたい点や配

慮すべき点についてご意見いただきたい。 
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○２つの工業団地に近接している立地を生かした、施設の利用率の向

上やイベント開催などのアイデアがあればご提案いただきたい。 

・飲食機能以外に独立採算で整備可能な機能はあるか 

・宿泊施設の需要はあるか 

・調整池を平常時は芝生広場として利用し、水害の恐れがある場合の

み調整池機能を持たせる場合の管理上のハードルはあるか 

・現状 BBQ 場を必須機能としているが、参入意欲の低下につながるか 

⑥対話を希望する業種 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者の

事業展開エリア 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 １.PFI事業（BTO）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（             ） 

⑤事業内容 新たなごみ処理施設（令和４年５月に整備・運営事業者が決定）の隣

接地に、ごみ処理施設で発生する余熱や電気を活用する「余熱利用施

設」と、本市出身で数多くの公園設計を手掛けた本多静六博士の理念を

取り入れた「（仮称）本多静六記念 市民の森・緑の公園」を一体的に

整備する。 

整備における 4 つのコンセプト（①健康（運動）②交流・賑わい③

自然・憩い④環境（エコ））を軸に、相互利用による相乗効果を図るこ

とにより、多くの人が訪れる新たな賑わい拠点を創出し、久喜市の新た

なシンボルとなる施設を目指すものである。 

⑥現状及び課題 ・公園南側には既存住宅が広がっており、騒音や臭気、交通などの生活

環境への配慮が必要。 
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・余熱利用施設及び公園の整備運営となるため、事業範囲が広範とな

る。入札公告に向け、物価高等による建設コスト等増も含めた事業費

の精査が必要（コスト削減） 

・建設用地は従来田園であり、埼玉県が指定する湛水想定区域となっ

ている。このため、湛水分を貯留できる雨水流出抑制施設の整備（公

園内）など水害リスク対策が必要 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に考

慮してほしい事項等を簡潔に

ご記入ください 

・利用者ターゲット 

地域住民や市民の方はもとより、大型商業施設利用者や国道 122号

利用者の市外の方にも利用頂きたい。 

・施設の方向性 

新たなごみ処理施設との一体性を確保する。賑わいの創出のほか、環

境啓発やゼロカーボンシティに寄与する施設となることを目指す。 

・施設の所有形態 

BTO により、施設完成後に市が所有 

⑧事業スケジュール（予定） 令和５年１月頃   実施方針等公表 

令和５年４～５月頃 入札公告 

令和６年度～    設計・施工 

令和９年度４月   供用開始 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 埼玉県久喜市菖蒲町台（JR 宇都宮線・東武伊勢崎線「久喜駅」からバ

スで 20分） 

②敷地面積 余熱利用施設敷地：約 7,000 ㎡ 

公園敷地：約 93,000㎡ 

③土地利用上の制約 用途地域等：指定なし（市街化調整区域） 

建蔽率 50％、容積率 100％ 

湛水想定区域 

④所有者 市 

⑤周辺施設等 2 つの工業団地（清久工業団地、久喜菖蒲工業団地）、2 つの公園（県

立久喜菖蒲公園、市立清久公園）が近接して立地。 

⑥対象地周辺の環境 計画地の東側に東北道が縦断し、計画地から久喜ＩＣまでは約２km、

計画地の南側には圏央道が横断し、計画地から白岡菖蒲ＩＣまでは約

2.2km。 

大型商業施設（モラージュ菖蒲）から約２km。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

― 

 

 

 


